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問�財政課���　 306内�

一般会計の予算執行状況�

地方債（市債）の現在高�特別会計および企業会計�

歳 入 � 歳 出�

～市税の状況�
　　（収入済額）～�

収入済額�（　）内の%は予算現額に対する収入率�
予算現額�

支出済額�（　）内の%は予算現額に対する執行率�
予算現額�

２３７億１４５万８千円�

÷７７,９２１人�
（予算現額合計）�

市民一人当たりの�
歳出予算額�

３０万４,１７３円�

１２８億４,５６４万６千円�

÷７７,９２１人�
（平成18年9月30日現在の人口）�（平成18年9月30日現在の人口）�

（市税予算現額合計）�

市民一人当たりの�
市税年間負担額�
１６万４,８５５円�

（単位：千円）�

国民健康保険�

公共下水道事業�

老人保健�

稲荷伊草第二土地�
区画整理事業�

鶴ヶ曽根・二丁目土地�
区画整理事業�

大瀬古新田土地�
区画整理事業�

西袋上馬場土地�
区画整理事業�

八潮南部東一体型特定�
土地区画整理事業�

介護保険�

（単位：千円、％）�

市民一人当たりの歳出予算額内訳�

収入率�収入済額�
予算額�上水道事業 

執行率�支出済額�

収 益 的 収 入�

収 益 的 支 出�

資 本 的 収 入�

資 本 的 支 出�1,916,422

市民の皆さんの市税負担と歳出状況（年間）�

255,431 13.3

1,149,971 114,762 10.0

1,744,599 796,475 45.7

1,952,416

2,168,904

949,512 48.6

786,047 36.2

1,051,500 48.5

2,347,488
268,543 11.4

232,351 9.9

268,191
27,382 10.2

142,197 53.0

675,820
189,882 28.1

410,091 60.7

276,065
61,719 22.4

225,848 81.8

189,480
33,994 17.9

174,153 91.9

3,554,805
1,344,855 37.8

1,506,306 42.4

3,960,193
1,187,145 30.0

1,454,245 36.7

8,925,319
3,873,975 43.4

3,543,111 39.7

収入率�収入済額�
予算現額�区　　　　　分�

執行率�支出済額�

公共下水道事業�

上水道事業会計（企業会計）�
合　　　　計� 58,427,906

3,183,830

19,854,838

土木債� 14,899,079
特例地方債（臨時財政対策債等）� 7,475,651
教育債� 3,771,229
民生債� 1,164,930
その他の市債� 1,807,567

大瀬古新田土地区画整理事業� 1,016,160
西袋上馬場土地区画整理事業� 401,732
八潮南部東一体型特定土地区画整理事業� 4,852,890

26,125,620

予算現額合計　237億145万8千円�
収入済額合計　129億6,021万4千円�
収 入 率　54.7％�

予算現額合計　237億145万8千円�
支出済額合計　112億7,098万5千円�
執 行 率　47.6％�

固定資産税�
市民税�
都市計画税�
市たばこ税�
軽自動車税�

合　計�

39億2,795万6千円�
22億1,992万7千円�
5億3,180万8千円�
2億7,897万9千円�

6,283万円�

70億2,150万円�

（平成18年9月30日現在）�

住�民�票� 住
�民�票� 

51,416円�

43,456円� 33,990円�

27,263円�

21,669円� 13,826円�

4,548円� 5,281円�

特別会計�

一般会計� 29,118,456

市　　税�

市　　債�

繰 越 金�

地方消費�
税交付金�

地方特例�
交付金�

県支出金�

そ の 他�

国 　 庫�
支 出 金�

土 木 費�

民 生 費�

公 債 費�

総 務 費�

教 育 費�

諸支出金�

消 防 費�

衛 生 費�

商 工 費�

そ の 他�8億3,763万円（82.2％）�
10億1,906万7千円�

2億9,914万4千円（100％）�
2億9,914万4千円�

1億9,386万7千円（25.3％）�
7億6,729万2千円�

4億7,779万1千円（59％）�
8億1,000万円�

8億5,554万８千円（100％）�
8億5,554万7千円�

8億2,046万5千円（47.9％）�
17億1,374万8千円�

500万円（0.3％）�
19億7,850万円�

70億2,150万円（54.7％）�
128億4,564万6千円�

1億8,880万6千円（45.9％）�
4億1,155万2千円�

2億687万8千円（58.4％）�
3億5,435万7千円�

4億4,575万4千円（41.4％）�
10億7,733万3千円�

7億1,187万8千円（42.2％）�
16億8,843万3千円�

19億3,285万9千円（98.9％）�
19億5,437万円�

7億5,577万3千円（35.6％）�
21億2,434万5千円�

10億6,797万9千円（40.3％）�
26億4,850万8千円�

11億691万4千円（32.7％）�
33億8,616万2千円�

21億1,205万5千円（52.7％）�
40億638万9千円�

27億4,208万9千円（45.3％）�
60億5,000万9千円�

その他には、繰入金、地方交付税、分担金および負担金、使用料および手数料、�
自動車取得税交付金、利子割交付金、財産収入、配当割交付金、交通安全対策�
特別交付金、株式等譲渡所得割交付金、寄附金が含まれます。�

その他には、議会費や農林水�
産業費、労働費および予備費�
が含まれます。�

77,643円�

25,081円�

土地土地�
諸
支
出
金�

消
防
費�

教
育
費�

公
債
費�

民
生
費�

そ
の
他�

商
工
費�

衛
生
費�

総
務
費�

土
木
費�

地　　方�
譲 与 税�3億4,188万1千円（44.3％）�

7億7,240万円�

諸 収 入�21億738万8千円（79.8％）�
26億4,011万4千円�

成
年
後
見
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か�

　
平
成
１２
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
し
い

し
く
み�

　
こ
の
制
度
は
、
認
知
症
の
高
齢
者
や
知

的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
な
ど
自
分
で
十

分
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
が
、

財
産
の
取
り
引
き
な
ど
の
各
種
手
続
き
や

契
約
を
行
う
と
き
に
、一
方
的
に
不
利
な
契

約
を
結
ば
な
い
よ
う
法
律
面
や
生
活
面
で

支
援
し
、
本
人
の
権
利
や
財
産
を
守
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。
ま
た
、
本

人
の
意
思
を
尊
重
し
、
本
人
の
希
望
に
沿

っ
た
支
援
が
受
け
ら
れ
る
の
も
特
徴
で
す
。�

現
在
、
支
援
を
受
け
た
い
方�

�

　
「
法
定
後
見
制
度
」
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

が
受
け
ら
れ
ま
す�

　
現
在
、
障
害
な
ど
で
十
分
な
判
断
能
力

が
な
い
方
が
「
お
金
の
借
り
入
れ
」「
財

産
の
相
続
」「
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
利

用
」
な
ど
の
手
続
き
や
契
約
な
ど
を
行
う

と
き
、
家
庭
裁
判
所
が
決
め
た
法
定
後
見

人
が
、
本
人
の
福
祉
や
生
活
に
配
慮
し
な

が
ら
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。�

◆
受
け
ら
れ
る
サ
ポ
ー
ト
の
内
容�

��������

◆
本
人
の
現
在
の
判
断
能
力
に
合
わ
せ
て

次
の
３
つ
の
利
用
方
法
か
ら
選
択�

�����

◎
家
庭
裁
判
所
は
、
法
定
後
見
人
が
正
し

く
職
務
を
行
っ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る

た
め
に
、
必
要
に
応
じ
て
監
督
人
（
法
定

後
見
監
督
人
）
を
決
め
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。�

�

将
来
に
備
え
て
お
き
た
い
方�

　
「
任
意
後
見
制
度
」
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

が
受
け
ら
れ
ま
す�

　
将
来
、
判
断
能
力
が
衰
え
た
場
合
に
備

え
、
本
人
の
希
望
に
沿
っ
て
あ
ら
か
じ
め

「
不
動
産
の
売
買
」「
お
金
の
借
り
入
れ
」

「
財
産
の
相
続
」「
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

利
用
」
な
ど
の
手
続
き
や
契
約
な
ど
「
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
た
い
内
容
」
と
「
サ
ポ
ー

ト
を
託
す
人
（
任
意
後
見
受
任
者
）」
を

決
め
て
お
く
制
度
で
す
。
本
人
の
判
断
能

力
が
不
十
分
に
な
っ
た
と
き
に
、
任
意
後

見
受
任
者
は
、
任
意
後
見
人
と
し
て
契
約

し
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。�

◎
任
意
後
見
制
度
の
場
合
、
任
意
後
見
人

が
正
し
く
職
務
を
行
っ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ

ク
す
る
た
め
に
、
必
ず
監
督
人（
任
意
後

見
監
督
人
）
を
決
め
ま
す
。�

�����

■問
社
会
福
祉
課
�
○内
３
１
６�

利
用
区
分�

補
助�

不
十
分�

補
助
人�

保
佐�

と
く
に
不
十
分�

保
佐
人�

後
見�

ま
っ
た
く
な
い�

成
年
後
見
人�

本
人
の�

判
断
能
力�

法
定�

後
見
人�

契
約
な
ど
の
内
容
に
「
同
意
」

す
る
。�

同
意
な
し
に
勝
手
に
行
っ
た
契

約
な
ど
を
「
取
消
」
に
す
る
。�

本
人
の
「
代
理
」
と
し
て
契
約

な
ど
を
行
う
。�

障
害
な
ど
で�

十
分
な
判
断
が�

で
き
な
い�

購入
�

土地�

お
め
で
と
う�

　
ご
ざ
い
ま
す�

お
め
で
と
う�

　
ご
ざ
い
ま
す�

お
め
で
と
う�

　
ご
ざ
い
ま
す�

　9月30日現在の平成18年度一般会計予算現額は、237億
145万8千円です。この予算現額に対する収入済額は、
129億6,021万4千円（収入率54.7％）、支出済額は112億
7,098万5千円（執行率47.6％）となっています。�
　歳入では、皆さんから納めていただいた市税を始め、
貸付金収入等の諸収入、市債や国から交付される国庫
支出金などが大きな割合を占めています。�
　歳出では、児童、高齢者や障害のある方などへの支援
にかかる民生費、道路や排水路、公園などの整備にか
かる土木費が大きな割合を占めています。�

　9月30日現在の一般会計における地方債（市債）残高
は、291億1,845万6千円です。市債の残高のうち最も大き
な割合を占めているのは土木債です。主なものは、道路、
排水路の整備や区画整理事業の財源として借り入れたもの
や、つくばエクスプレス建設のための出資金や貸付金の財
源の一部として借り入れたものです。鶴ヶ曽根体育館（エ
イトアリーナ）、学校体育館や図書館・公民館など教育施設
の建設に要するために借り入れた教育債も大きな割合を
占めています。�
　また、近年の地方財政の財源不足を補うために、特例と
して発行が認められている特例地方債も大きな割合を占め
ています。�
　このように、地方債（市債）は、公共施設を整備する場合
など、一時的に多額の費用がかかるときに金融機関などから
借り入れる資金で、長期間にわたって返済することにより毎
年の財政負担をならし、世代間の公平な負担を図っていく
ために使われています。�

　市では、毎年2回、上半期（4月～9月）と下半期（10月～3月）に分けて、その会
計年度の財政状況を公表しています。これは、皆さんから税金として納めていただ
いた大切なお金などが、どのように使われたのかをお知らせするものです。�
　今回は、平成18年9月30日現在の平成18年度上半期の一般会計、特別会計、
上水道事業会計（企業会計）の予算執行状況のほか、市債（市の借入金）の現
在高などについてお知らせします。�

　
長
年
に
わ
た
り
、
八
潮
市
議
会
議
員
と

し
て
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
と

と
も
に
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
市
政
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。�

�

八
川
　
篤
雄
さ
ん�（中

央
四
丁
目
）�

　
長
年
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し
て
罪
を

犯
し
た
人
や
非
行
少
年
の
改
善
お
よ
び
更

生
を
助
け
、
犯
罪
予
防
・
非
行
防
止
活
動

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。�

�

鴇
田
　
美
枝
子
さ
ん�

（
中
央
三
丁
目
）�

　
長
年
に
わ
た
り
、
警
察
官
と
し
て
警
視

庁
に
勤
務
さ
れ
、
生
命
の
危
険
を
伴
う
業

務
に
従
事
し
、
国
民
の
安
全
を
守
る
こ
と

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。�

�

残
間
　
義
男
さ
ん�

（
八
　
條
）�

　
関
東
信
越
法
人
会
連
絡
協
議
会
理
事
、

�
越
谷
法
人
会
会
長
と
し
て
長
年
に
わ
た

り
、
納
税
制
度
の
普
及
発
展
等
に
尽
力
さ

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
国
税
庁
長
官
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。�

�

豊
田
　
常
雄
さ
ん�

（
伊
　
草
）�

　
次
の
方
々
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
地
域
の
福
祉
向

上
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
埼

玉
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。�

�

篠
木
　
猛
さ
ん�

（
浮
　
塚
）�

　
長
年
に
わ
た
り
、
病
院
の
デ
イ
ケ
ア
に

お
け
る
高
齢
者
の
介
助
や
傾
聴
活
動
を
通

じ
、
地
域
の
福
祉
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
埼
玉
県
知
事
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。�

さ
く
ら
ん
ぼ
の
会�

（
代
表
　
木
村
雅
子
さ
ん
）�

富
田
　
啓
子
さ
ん�

（
南
後
谷
）���������

榎
本
　
毅
さ
ん�

（
新
　
町
）�

　
次
の
方
々
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
統
計

調
査
員
と
し
て
各
種
調
査
に
従
事
し
、
統

計
業
務
の
円
滑
な
実
施
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
埼
玉
県
知
事
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。�

�

佐
藤
喜
和
子
さ
ん�

（
伊
　
草
）���������

守
屋
　
一
枝
さ
ん�

（
西
　
袋
）�

　
次
の
方
々
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
統
計

調
査
員
と
し
て
国
勢
調
査
に
従
事
し
、
統

計
業
務
の
円
滑
な
実
施
に
尽
力
を
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
総
務
大
臣
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。�

�

小
倉
惠
美
子
さ
ん�

（
大
曽
根
）���������

堀
井
　
京
子
さ
ん�

（
大
曽
根
）���������

風
間
　
年
子
さ
ん�（緑

町
二
丁
目
）���������

菊
地
　
清
子
さ
ん�

（
八
　
條
）�

　
長
年
に
わ
た
り
、
行
政
相
談
委
員
と
し

て
国
民
の
行
政
に
対
す
る
苦
情
の
解
決
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
総
務
大

臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。�

�

野
口
　
和
子
さ
ん�

（
木
曽
根
）�

左＝恩田 栄子さん　右＝近藤 愛子さん�

旭

日

双

光

章

�

瑞

宝

双

光

章

�

瑞

宝

単

光

章

�

納
税
功
労
国
税
庁
長
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